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    「認め合い、支え合い、自ら育つ。
        ほなみ流、成長のかたち。」
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風通しが良く、いつでも相談できる職場環境づくり

「自分らしく」自ら成長できる仕組みづくり

　ユニット型特養ならではの孤独な介護を防ぐため、介護主任の配置や情報共有ツー
ルの導入、介護補助員の増員、「持ち味カード」の活用など、相談しやすく風通しの
良い職場環境と信頼関係づくりを進めている。

　職員が「自分らしく」成長できる環境づくりとして、職責ベースの等級制度による
キャリアパスの明確化と、主体的な学びを促す「学習発表会」などを実施している。
仲間と切磋琢磨しながら専門性と働きやすさを高める仕組みである。
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受賞者メッセージ

　私たちは「その人らしく働く」を大切にし、
職員が自ら成長できる環境づくりに取り組ん
できました。等級制度によるキャリアの明確
化、学習発表会での主体的な学び、風通しの
良い職場づくり、互いを認め合う関係づくり
など、すべての取組は職員の可能性を信じ、
支え合う姿勢を軸にしています。こうした取
組が認められ、受賞につながったことを嬉し
く思います。
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3 仲間と互いに認め合う「ほなみ会承認」の実施

　職員の努力や得意なことを承認し合い、面談を通じて成長を支援する「ほなみ会承
認」は、「その人らしく働く」ことを大切にしながら、法人の理念「パーソン・セン
タード・ケア」の実現を目指す大切な取組である。



仲間と互いに認め合う「ほなみ会承認」の実施

◆取組を始めた経緯
　わたしたちは「パーソン・センタード・ケア」の理
念のもと、職員も「その人らしく」働ける環境づくり
を重視し、互いの努力や持ち味を認め合うことが大切
と考え「ほなみ会承認」という取組を始めました。

◆取組の概要・特徴
　ほなみ会では、いわゆる評価や査定ではなく「承

認」を軸にした「成長面談」や「承認面談」を重視し、
職員がより良い未来を描けるよう支援しています。こ
のプロセスを通じて、法人が大切にしている価値観を
再確認しながら、職員が「よし、頑張ろう！」と前向
きに取り組める環境づくりを目指しています。承認に
よって職員の努力や持ち味が認められ、意欲と成長に
つながります。

◆工夫したこと苦労したこと
　承認面談の場で不慣れな職員が安心して面談できる
よう「承認シート」を導入しました。これにより、面
談をスムーズに進めることが可能となりました。
　さらに、承認される側の職員から「何をすれば承認
されるのか、具体的に知りたい」との声を受け、行動
の指針として「10項目のモデル行動」を提示しました。
このモデル行動の策定にあたっては、評価や査定の色
を排除するため、経営者や管理者の関与を一切入れず、
現場職員のみでプロジェクトチームを構成しました。

◆取組の成果
　努力や得意分野を承認する面談を通じて、「いつも
見てくれている」という安心感が生まれ、仕事へのや
る気と自信が向上したと感じます。承認風土の定着に
よりコミュニケーションが活性化し、承認スキルを習
得した職員はリーダーとして認められ、信頼関係も深
まったと思います。自分らしく働ける実感が定着率向
上につながり、家族満足度調査では全項目で前年より
向上しました。

今後に向けて

　職員が「その人らしく働ける」
環境が整うことで、入居者へのケア
の質が向上し、「その人らしく生き
る」支援につながると信じています。
　また、承認プロセスを通じて、
法人理念の再確認が進み、一体感が
強まり、さらには成長支援の仕組み
により職員の能力が伸び、将来的な
リーダー層の育成にもつながること
を期待しています。

（持ち味カード）

Pick UP!

（面談の様子）


